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◇読書の秋 

秋と言えば，食欲の秋，スポーツの秋，そして，読書の秋です。食欲に関しては，私は常時

旺盛であるためそれほど普段と変わりありませんが，スポーツをするには気持ちの良い季節で

あり，夜が長くなるため読書にも最適な季節であると感じます。私も地域の図書館から本を借

りて読書を楽しんでいます。 

学校でも１０月５日に２年生を対象に，勝沼図書館から司書の先生２名をお招きして，「ア

ニマシオン」を行いました。「アニマシオン」て何だろ

うと様子を見に行ってみると，みんなで一緒に本を読ん

で，その本に出てきた動物たちが持っていたり，着てい

たりした物（実物）を，誰がどのように使っていた物な

のか思い出し，クイズ形式で確認しながらみんなで楽し

く振り返るという形式の読書でした。２年生は一人ずつ

実物を見ては，「これは，○○が○○していた○○で

す。」と最初は恥ずかしそうに，徐々に堂々と答えて楽

しみながら読みを深めていました。１１月には１年生も

行う予定となっています。 

また，１０月１０日から１７日まで「どんぐり読書」も行いました。６月の「あじさい読

書」同様，保護者や地域の方々に読み聞かせをしていただきました。子どもたちは毎回この読

み聞かせをとても楽しみにしているため，ご協力いた

だいている方々には，とても感謝しています。 

動物を主人公とした楽しいお話や角度を付けると鏡

のようになって違う見え方をする本，英語の本，地域

の民話など，バラエティーに富んだ様々な本の読み聞

かせがありとても楽しい時間となりました。中には絵

本の中に出てきた物を実際に作ってきて下さった方も

いました。 

今後とも引き続いてのご協力をお願いするとともに

新たに読み聞かせにご協力いただける方がいましたら，積極的な参加をお待ちしております。 

今回ご参加下さったのは，以下の皆さんです。お忙しい中，ありがとうございました。 

マジックポッケ・・・○○○○○さん，○○○○○さん，○○○○○さん， 

○○○○○さん，○○○○○さん，○○○○○さん， 

地域ボランティア・・○○○○○さん 

保護者等・・・・・・○○○○さん，○○○○さん，○○○○さん， 

○○○○○さん，○○○○さん 



◇校内研究会 
本校では，子どもたちの学力向上を目指し，わかる授業を実施していくために，定期的に校

内研究会を実施しています。理論研究も行いますが，実際に授業を行って，みんなでその授業

について学びあう研究授業も行っています。１０月１１日には，県の総合教育センターから指

導主事の先生をお招きし，５校時に行った３年生の国語の授業実践を全員で観察し，その後，

研究会を実施しました。 

本年度の校内研究のテーマは，「共に学び合い伝え合う

児童の育成～ICT を活用した授業づくりを通して～」で

す。国の方針，県の方針，そして市の方針等を加味しなが

ら，大和小の子どの達の実態に即して，研究テーマを決め

て取り組みを進めています。 

校内研究会の中では，授業研究の他にも，親和的な学級

づくりや家庭学習についても研究を行っています。 

子どもたちの豊かな学びのために，教師の資質向上を図

るべく，学び続ける教師集団でありたいと思っています。 

 

◇１年生「どんぐり工作」 
１年生の生活科で，地域より○○○○さんと○○○○さんを講師としてお招きし，どんぐり

を使った工作教室を行いました。今年は，猛暑のためかどんぐりがあまりないそうで，当日使

うどんぐりは，○○さんと奥様とで，そこら中探し回って集めてくれたとのことでした。 

材料は，一人一人に分けて用意してくれてあり，それをボンドで付けたり，キリで穴を開け

たり，色を塗ったりして，各自それぞれに作品を作っていきました。 

１年生の子どもたちは，どんぐりの「やじろべえ」をみて歓声をあげたり，どんぐりごまを

回して大はしゃぎしたり，かわいい「トトロ」を作ったり

と，大満足の２時間となりました。最後にみんなで「どん

ぐりツリー」を完成させて，記念写真を撮りました。 

講師の方からは，子どもたちとの触れ合いを楽しみにこ

の１年頑張ってきたので，全く苦はないと，ありがたいお

言葉をいただきました。お忙しい中，事前に様々な準備

と，そして，楽しいどんぐり工作を子どもたちにプレゼン

トして下さったお二人には，本当に感謝しています。 

 

【大和小のよいところコーナー】 

☆頼りになる上級生 

ある日の休み時間のことです。チャイムが鳴ると子どもたちはすぐに教室に戻るのです

が，その時，上級生がある下級生を呼び止め，「さっきのは，○○が良くなかったよ。□

□君に謝ったの？」と尋ねました。言われた下級生が黙っていると，「きちんと謝らない

とダメだよ。」と言い聞かせていました。その後，その下級生は，□□君にきちんと謝っ

ていました。そこには先生の関与は一切なく，子どもたちだけできちんと話をして問題を

解決している姿がありました。 

本校ではあたり前に行われていることかもしれませんが，最近はなかなかこのような姿

を見ることは少なくなってきています。上級生の姿から下級生が学び，自分が上級生にな

った時に今度はそれを実行していく。本校のすばらしい伝統の一つです。 


